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　昨年11月に「保育等子育て支援に関するアンケート」調査を実施しました。
その結果、延長保育や一時保育に対する要望や、学校週5日制の実施にあわ
せ放課後児童クラブ（学童保育）の対応について意見が多く寄せられました。�
　核家族が進む中で女性の社会進出が増大し、保育における行政支援の必要
性が高まる一方、施策の多様化も求められています。町では、保育所機能を
充実させ児童館活動との連携のもと、ゆとりをもって子育てができる環境づ
くりに努めてきたところですが、充分な活用には至っていない状況です。�
　育児に関わる皆さんに、現在実施している事業を充分に理解してもらい、
利用促進を図ることで事業効果を高めていくことが必要だと考えています。�

延 長 保 育 �

乳 児 保 育 �

育児サロン室開放�

○�

○�

火曜日�

�

○�

支援センター設置�
（月曜日～金曜日）�

�

○�

火曜日�

○�

○�

火曜日�

内 　 　 容 �

午前７時から午後７時の間
お子さんをお預かりします�
生後8ケ月頃からのお子さんを
お預かりします�
保育所で、子育ての情報交換
をしましょう（10：00～11：30）�

回収率�
61人/70人（87％）�

●  母親の就労状況�

週5日以上 34人�

週4日 3人� 週3日 3人�

●  家庭での保育が突然できなくなった理由�

その他 22人�

病気やケガ 17人� 仕事 8人�

冠婚葬祭 17人�

●  その時の対応方法は�

配偶者の祖父母に�
保育を依頼  21人�

ベビーシッターや家政婦に依頼 6人�

近所、知人に依頼�
16人�

その他 2人�

未就労 21人�

＊保育行政に望むこと�

・保育者の急な病気、冠婚葬祭など保育に欠ける場合
の一時あずかりの充実�

・産後休暇後、年度途中に随時入園が可能となること�
・保育所に入園していない子ども対象の育児サロン室

の開放と充実�

回収率�
96人/124人（77％）�

●  親の就労状況�

週5日以上 70人�

週4日 9人�
未就労 13人�

●  保育時間について�

現在のままでよい 67人�

今より長く保育して欲しい 29人�

週3日 4人�

●  子育てにあたって保育所に望むこと�

＊保育行政に望むこと�

・放課後、保育所で小学校低学年の児童の保育をする�
・土曜保育の充実�
・保護者のリフレッシュや、急な病気の場合などの

時、一時あずかり保育の充実�

・親の情報交換のできる場の開設　　�
・育児に関する情報提供　　　�
・父親が参加できる各種行事の開催�

各保育所の概要�

アンケート結果�

未就園児の保護者�保育所１～３歳児の保護者�

安心して生み育てる環境づくりをめざして�

東山見�
　82－3230

青　島�
　82－0239

雄　神�
　82－3107

種　田�
　82－0305
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回収率�
127人/145人（88％）�

●  放課後児童クラブについて�

利用していない 123人�

友達と外で遊ぶ 38人� その他 10人�

必要ない 77人�

●  降所後の子どもの実態（16時～18時）�

保護者などと�
自宅で過ごす 63人�

保育所で過ごす 11人�

＊保育所行政に望むこと�

・保育料の負担軽減や扶養控除額等の増額�
・延長保育や一時保育などの多様な保育サービスの充

実�
・放課後児童クラブ（学童保育）の充実�

利用したい 46人�

利用している 0人�
〔利用状況〕�

〔利用希望〕�

回収率�
102人/105人（97％）�

●  放課後児童クラブについて�

利用していない 78人�

友達と外で遊ぶ 20人� その他 9人�

必要ない 65人�

●  放課後の子どもの実態（15時～18時）�

習い事 5人�

＊子どもたちの遊び場環境の充実に必要なこと�

・児童館や公園なども身近な遊び場の整備�
・子どもの遊びを見守ったり手助けするボランティアの養成�
・学校、保育所の開放、公民館活動の充実など遊び場

作りの推進�

利用したい 16人�

利用している 2人�
〔利用状況〕�

〔利用希望〕�

保育料について�

★お子さんが３人以上おられる方�
①３人同時に保育所に入園している場合�

２人目のお子さんの保育料………半額�
３人目以降のお子さんの保育料…1/10�

②３人目以降のお子さんのみが保育所に
入園している場合�
当該児の保育料……………………半額�

★お子さんが同時に２人入園している場合�
２人目のお子さんの保育料………半額�

学童保育について�

場　　所　東山見児童館�
時　　間　学校の放課後から午後６時まで�
対象児童　小学校１年生～３年生までの児童で、学校の

放課後保育に欠ける子ども�
利 用 料　１ケ月2,000円�
内　　容　児童館でゲームやスポーツなど各自で好きな

遊びをしたり、宿題などをして過ごします。�
＊原則として保護者の方が迎えに来られることになって
います。�

児童館の開館時間�

　各児童館が新しくなり内容も充実し、利用しやすくな
りました。学校も週５日制となり子どもたちの活動の場
として、どんどん利用してください。�
�
�
�
�
�
�
�
※雄神・種田児童館の土曜日は、13：00から開館します。�

児童館名�

東 山 見 �

青 島 �

雄 神 �

種 田 �

開館曜日�

月 ～ 土 �

月 ～ 土 �

火 ～ 土 �

火 ～ 土 �

開 館 時 間 �

13：00～17：00�

13：00～17：00�

14：00～17：00�

14：00～17：00

保護者などと�
自宅で過ごす 68人�

保育所４・５歳児の保護者�小学校１・２年生の保護者�
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　家庭で子育てをしていらっしゃるお父さん、お母さん、祖父母の皆さん。お子
さんやお孫さんと一緒に「にこにこひろば」へ遊びに来ませんか？お子さんが、
たくさんの友達と遊び、ふれあう楽しさを知る良い機会です。子育ての情報交換
や育児相談の場として、どなたでもお気軽にご利用ください。�

開放日　火・水・金曜日………１・２歳児対象�
　　　　月・木曜日……………０歳児対象�

時　間　午前10時～11時30分�

場　所　子育て支援センター（青島児童館併設）�

 5月 親子エアロビクス�

 7月 温室プールで水遊び�

 9月 閑乗寺高原でハイキング�

 11月 手作りおもちゃ�

 1月 おやつ作り�

主
な
活
動�

夜泣きや指しゃぶりなどで困っていること、悩んで
いることを一緒に考えましょう。�

毎週火・木曜日……支援センター相談員�

偶数月の第１金曜日…町保健師�

奇数月の第１金曜日…町栄養士�

身長、体重測定や離乳食相
談などお気軽にご相談くだ
さい。�

子育て支援センター　　　　　　　開いています�にこにこひろば�にこにこひろば�
問合先　子育て支援センター（青島児童館併設）　82－6470

どんなことをするのかな？�どんなことをするのかな？� 育児相談日�育児相談日�
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　町では、行政執行の円滑化と効率化を期するために、今年度より、庄川
町参与制度を設けることとなりました。このほど次の方々に承諾いただき、
町政運営の重要施策などの助言をいただくことになりました。　�

１３：３０～　オープニングパレード�
１９：００～　夜高行燈街練り�
２０：００～　庄川峡花火大会�

６月１日�
（土）�

６月１日�
（土）�

１５：００～　虹鱒放流つかみ取り�
１８：００～　庄川音頭街流し�
１９：００～　夜高行燈街練り�

６月２日�
（日）�

６月２日�
（日）�

にじ ます�

記念表彰�

皆さんのご来場をお待ちしています。�

日　時� 6月1日（土）午前10時から�

場　所�

主な内容�

ふれあいセンター�

清水　國明 さん�

記念式典終了後、タレントの
清水國明さんを迎え記念
講演会を開催します。�

村井　武一さん�
（庄）�

　小西　安治さん�
（青島）�

�

村井　隆憲さん�
（庄）�

　清流を七色に染める花火大会や、各町内から練り出す夜
高行燈街練りなど、町はお祭り一色。ご家族お揃いでお楽
しみください。�

問合先　産業建設課 　82－1904

第５０回 庄川町観光祭�第５０回 庄川町観光祭�

庄川町参与�
決まる�
庄川町参与�
決まる�

町制施行50周年記念式典を開催します�



市町村合併に
つ い て 考 え �
ましょう　　�

6H14年／5月号�

�

�

�

�

平成１７年３月までに合併すれば、「その後１０年
間は国から財政支援を受けることができる」と聞
きました。そうであれば、合併もよいと思うので
すが、その後のことを考えると合併が良いのか悪
いのかわからないのですが。�

　合併は国の財政支援を受けるためにするのではあ
りません。�
　これまでも説明してきましたが、人口が減少し、
少子高齢化社会を迎えるということは、国も地方も
収入が増えないと言うことです。町も同じことで税
収が減るでしょう。こうした将来に備えるためには、
少しでも早い時期から行政改革を行い組織のスリム
化を図り、できるだけ効率のよい体制を取ることが
必要です。その方法として市町村合併が議論されて
います。この合併が円滑に進み、将来のまちづくり
のために国の財政支援をどう活用するかを考えるべ
きでしょう。�

�

合併を考えるとき、町は何に気をつけて合併を検
討するのですか。�

　合併した先進市の話では、現在の制度を十分検討
すれば、まず健全な財政運営をすることができると
聞いています。�
　ところで、新しい市のビジョンについて十分な議
論をせず安易に国が示す特例制度を活用してしまう
と、とんでもないことになる可能性があります。そ
うならないためにも具体的な議論は出来るだけ早く
始め、まず、みんなで話し合うことが大事なことで
す。�

�

合併した先進市で問題が起きていることがありま
すか。�

　合併して政令指定都市を目指すことだけを目的と
したため、合併後も新しい市としてのまとまりを生
かせず合併前の市町村単位のままでまちづくりを続
けている市、あるいは合併後の新しい市に過分なま
ちづくりを計画し、とにかくサービスは最高に、負
担は最低に合わせた制度を取り入れたため、収入は
減り負担が増えた市があると聞きます。�
　合併を目的とした合併であってはなりません。　

合併後の新たな市の将来をどのように考えるべきか
が、平成の市町村合併なのです。�

�

県が市町村合併に向けた合併重点支援地域を指定
すると聞くがどの時点で指定されるのか。�

　県内では、今のところ重点支援地域に指定されて
いるところはありません。合併協議会の設立など地
域での議論が本格化して、始めて県に対して要請す
ることになります。この重点支援地域に指定されれ
ば合併に向けて国の財政支援などを受ける事が出来
ることになります。�

�

県から合併するように指導してもらうほうが、ス
ムーズに合併への動きが促進するのでないか。�

　平成の合併は、国や県から指導あるいは合併に取
り組むよう指示されることはありません。�
　県は資料提供や県民への啓発や市町村などが活動
しやすいように支援します。�
　まちづくりの主体は、地域住民の皆さんです。こ
の機会に私たちの地域がどうあるべきか一人ひとり
が自分のこととしてとらえ､今こそ地域のまちづく
りを考えるべき時なのです。�

● シリーズ ●� http://www1.tst.ne.jp/shogawa/

�

　先月に引き続き､皆さん
からの質問にお答えしま
す。これからも電話やメー
ルでいろいろと質問を受け
付けています。お気軽にど
うぞ。�

みんなで考えよう市町村合併



人
口
増
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た�

宅
地
分
譲
事
業
の
問
題
点�

宅
地
分
譲
事
業
の
現
状�

宅
地
取
得
奨
励
金
を�

　
　
　
　
交
付
し
ま
す�
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人
口
増
対
策
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
平
成
元
年
度
に
古
上
野
地

内
に
６
区
画
の
宅
地
分
譲
事
業
を

始
め
て
か
ら
、
13
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
高
儀
新
、
五
ケ
、

天
正
、
古
上
野
の
種
田
地
区
に
１

０
４
区
画
、
ま
た
青
島
、
金
屋
地

区
に
34
区
画
の
合
計
１
３
８
区
画

の
宅
地
分
譲
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
町
外
・
県
外

よ
り
価
格
が
安
く
、
住
み
よ
い
環

境
を
求
め
多
く
の
方
々
が
町
に
転

入
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町

内
の
方
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り

宅
地
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
町
外
へ
の
転
出
抑
制
に
も

効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。�

　�
��

　
昨
年
５
月
よ
り
青
島
地
内
16
区

画
の
分
譲
地
を
坪
単
価
12
万
円
で

分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
各
種

情
報
媒
体
で
の
情
報
提
供
、
分
譲

チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
、
ま
た
住
宅

メ
ー
カ
ー
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
み

た
も
の
の
、
長
引
く
不
景
気
で
新

築
住
宅
の
需
要
は
低
下
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
分
譲
済
み
の
入
居
状

況
を
み
る
と
、
よ
り
砺
波
市
に
近

い
分
譲
地
に
町
外
か
ら
の
購
入
比

率
が
高
く
、
「
砺
波
に
近
く
、
か

つ
砺
波
に
比
べ
地
価
が
低
い
」
こ

と
を
理
由
に
購
入
希
望
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
青
島
地
内
の
分
譲
地

は
、
種
田
地
区
の
分
譲
地
に
比
べ

る
と
、
砺
波
市
に
遠
い
こ
と
、
ま

た
、
町
の
市
街
地
に
近
い
た
め
坪

単
価
が
高
い
な
ど
、
砺
波
市
近
郊

に
主
眼
を
置
い
て
い
る
方
か
ら
見

る
と
魅
力
は
薄
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
確
か
に
毎
日
の
広
告
を
見

て
い
る
と
砺
波
地
区
で
の
宅
地
分

譲
の
チ
ラ
シ
が
毎
日
の
よ
う
に
折

り
込
ま
れ
、
単
価
も
庄
川
町
と
同

程
度
の
価
格
で
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　「
そ
う
で
あ
れ
ば
青
島
地
区
よ

り
種
田
地
区
へ
の
宅
地
分
譲
を
考

え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」

と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
人
口
増
だ
け
を

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
種
田
地
区

で
の
分
譲
を
進
め
て
い
く
べ
き
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

種
田
地
区
は
日
本
の
種
も
み
生
産

地
で
あ
り
特
産
品
を
守
る
観
点
か

ら
種
田
地
区
で
の
分
譲
は
、
た
い

へ
ん
難
し
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。�

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
を
視
野
に

入
れ
て
考
え
る
と
、
砺
波
地
域
全

域
に
お
け
る
庄
川
町
の
地
理
的
、

経
済
的
な
位
置
付
け
を
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
人
口
増
対
策
は
ど
の
市
町

村
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
の
こ
と
は
日
本
全
体
で
考
え
る

と
、
子
ど
も
の
出
生
率
は
下
が
る

一
方
で
、
○
○
町
の
人
々
が
△
△

町
へ
移
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

各
市
町
村
で
人
口
の
取
り
合
い
を

し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。�

　
し
か
し
、
人
口
が
増
え
る
こ
と

は
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
で
あ
り
、
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
す
。�

����

　
町
外
や
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
「
自
然
に
恵
ま
れ
、
と

て
も
住
み
よ
い
町
。
奨
励
金
制
度

も
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」
と
、

庄
川
町
で
の
生
活
の
感
想
を
お
話

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
合

併
を
視
野
に
入
れ
、
庄
川
町
は
緑

に
恵
ま
れ
た
住
み
良
い
住
環
境
地

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
住
環
境
と
し
て
は
最
適
の
青
島

地
内
分
譲
地
で
す
が
、
先
程
か
ら

の
社
会
情
勢
を
配
慮
し
今
年
１
月

に
坪
単
価
９
万
８
千
円
へ
と
価
格

の
値
下
げ
を
行
い
、
さ
ら
に
、
昭

和
27
年
庄
川
町
が
誕
生
し
て
か
ら

今
年
で
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も

あ
り
、
町
の
重
点
施
策
で
あ
る
人

口
増
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
今
年
度
１
年
間
に
限
り

（
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
）
町

が
分
譲
す
る
宅
地
に
つ
い
て
、
そ

の
購
入
者
に
１
区
画
２
０
０
万
円

の
宅
地
取
得
奨
励
金
を
交
付
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
他
に
も
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
各
種
奨
励
金
制
度
も
含
め

て
、
町
に
定
住
さ
れ
る
皆
さ
ん
を

応
援
し
ま
す
。�

　
ま
ず
、
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
分

譲
地
を
求
め
て
定
住
さ
れ
る
と
定

住
促
進
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

次
に
２
０
０
万
円
の
宅
地
取
得
奨

励
金
の
ほ
か
、
住
宅
奨
励
金
（
固

定
資
産
税
相
当
額
を
３
年
間
、
20

万
円
を
限
度
。
最
高
60
万
円
）
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
お
考
え
の
皆
さ

ん
一
度
分
譲
地
を
見
学
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

�



「
観
光
祭
を
振
り
返
る
」　
　
　
　
　
　
　
　
雨
池
又
蔵（
金
屋
）�

―  

50
年
を
振
り
返
っ
て  

―�

旧駅前に勢ぞろいした権左島若連中（現在の東部松栄会、中路クラブ、西友会）の夜高あんどん�
（昭和27年）�

8H14年／5月号�

　
６
月
１
日
、
２
日
に
開
催
す
る

「
観
光
祭
」
、
昔
は
ど
う
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
雨
池
又
蔵
さ
ん

（
金
屋
）に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し

た
。�

　
観
光
祭
の
始
ま
り
は
、
各
村
で

田
植
え
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
祝
う
、

「
田
祭
り
」
と
し
て
６
月
10
日
前

後
に
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
嫁
に

行
っ
た
娘
が
実
家
に
帰
り
、
笹
も

ち
や
牡
丹
も
ち
を
食
べ
、
家
族
が

集
ま
り
ゆ
っ
く
り
と
骨
休
め
を
し

た
そ
う
で
す
。
一
方
で
は
ト
ッ
ペ

（
豆
腐
）行
燈
や
夜
高
行
燈
を
担
ぎ

「
豊
年
万
作
・
五
穀
豊
穣
」
を
願

っ
て
「
豊
年
じ
ゃ
ー
、
万
作
じ
ゃ

ー
」
と
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
村
を

歩
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
頃
の
夜

高
は
１
２
０
㎝
四
方
位
の
も
の
に
、

棒
２
本
を
つ
け
、
お
み
こ
し
の
よ

う
に
か
つ
い
で
い
た
そ
う
で
す
。

昭
和
初
期
に
な
っ
て
か
ら
村
の
中

心
を
歩
く
よ
う
に
な
り
、
進
行
順

番
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
競
り
合
う
う

ち
に
、
年
々
大
型
化
し
て
き
ま
し

た
。
戦
中
戦
後
は
す
た
れ
て
い
た

夜
高
行
燈
も
観
光
祭
が
は
じ
ま
っ

た
昭
和
27
年
頃
に
は
復
活
し
、
以

前
ま
で
は
25
歳
以
下
の
若
連
中
で

制
作
し
て
い
た
も
の
が
、
42
歳
以

下
の
人
も
参
加
し
、
技
術
や
大
型

化
を
競
い
合
い
な
が
ら
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

ロ
ー
ソ
ク
を
使
っ
て
い
た
行
燈
か

ら
豆
電
球
と
な
り
、
明
る
さ
も
ひ

と
き
わ
目
立
ち
観
光
客
の
眼
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
台
に
は
鉄
輪
が

と
り
つ
け
ら
れ
、
こ
の
頃
か
ら
肩

で
か
つ
い
で
い
た
夜
高
か
ら
、
鉄

輪
を
つ
け
て
押
す
現
在
の
形
と
な

り
威
勢
の
よ
い
若
連
中
の
掛
け
声

と
共
に
賑
わ
い
ま
し
た
。�

昔
は
、
電
線
を
竹
竿
で
押
し
あ
げ

て
く
ぐ
り
抜
け
、
最
盛
期
に
は
大

小
あ
わ
せ
て
30
台
が
勢
揃
い
し
、

商
店
や
事
業
所
か
ら
祝
儀
を
も
ら

い
町
を
練
り
ま
わ
っ
た
そ
う
で
す
。�

し
か
し
、
盛
況
で
あ
っ
た
行
燈
も
、

製
作
の
中
心
と
な
る
若
者
の
仕
事

の
都
合
や
車
の
増
大
に
伴
い
、
昭

和
37
年
に
は
全
く
す
た
れ
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
47
年
に
は

清
水
町
の
復
活
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
翌
年
の
48
年
に
は
大
行
燈
６

台
、
中
小
行
燈
10
数
台
が
繰
り
出

し
、
久
し
ぶ
り
に
賑
わ
い
を
見
せ

今
の
観
光
祭
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、
浴
衣
姿
の
艶
や
か

な
庄
川
音
頭
街
流
し
、
数
百
発
の

仕
掛
け
花
火
に
近
隣
市
町
村
か
ら

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、
雨
池
さ

ん
も
観
光
祭
を
毎
年
楽
し
み
に
し

て
お
ら
る
れ
そ
う
で
す
。�

　
現
在
の
「
観
光
の
町
」
「
木
工

の
町
」「
水
の
町
」が
あ
る
の
は

「
先
賢
の
眼
を
も
っ
た
方
々
の
ご

苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
雨
池
さ

ん
は
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

昭和30年頃の街流しの様子�
（木村電機工業所付近）�



国保だより�

老保だより�

問合先　住民課保険衛生係 　82－1902（内線１２８、１２９）�

文化財保護審議会審議委員�
２名の方を新たに任命�

富山県男女共同参画推進員の�
皆さんを紹介します�

9 H14年／5月号�

　国民健康保険税の税率が変わります。�
　国民健康保険事業は、被保険者の方々の相互扶助で成り立つ保険制
度です。�
　医療給付と国保税負担のバランスを考慮して、次のように医療分並
びに介護分の税率を一部引き下げします。�

①定額制の診療所①定額制の診療所�

改定後��

１日につき ８５０円�

②病院及び定率制の診療所�

　一部負担金は医療費の
１割ですが、１ヶ月の負担額
の限度額が改定されました。�

改定後�

医療機関で受診された場合 ３，２００円�
大病院（ベット数２００床以上）で受診された場合 ５，３００円�

　４月１日から老人保健法の規定に基づき、高齢者の外来一部負担金の
額が次のとおり改定されました。（入院については現行のとおりです）�

　６月中旬に平成14年度集合税納付通知書を発送します。�
　国保税は集合税として納めていただきますので、内訳を確認し、期限内に
納付しましょう。�

�

所 得 割 �

資 産 割 �

均等割（1人）�

平等割（1世帯）�

改正後�

6.80％�

据　置�

23,000円�

23,000円�

改正前�

7.00％�

20.00％�

25,000円�

21,000円�

�

所 得 割 �

資 産 割 �

均等割（1人）�

平等割（1世帯）�

改正後�

0.65％�

3.00％�

据　置�

2,200円�

改正前�

0.80％�

3.05％�

4,500円�

3,000円�

医療分� 介護分�

（　　　　　　　　）�

①定額制の診療所�

　１ヶ月に５日以上通院した場合は、
５日目以降の負担はありません。�
一部負担金は１ヶ月に４回まで負担
し、５回目以降の負担はありません。�

　幅広い文化財保護と活用を目指し、
新たに２名の方を任命しました。�

（敬称略）�

【民俗担当審議委員】�
　　尾田　武雄（砺波市在住）�

【建造物担当審議委員】�
　　上野　幸夫（富山市在住）�

　平成14年４月１日から２年間「富山県男女共同参画推
進員」として、次の８名の方々が富山県より依頼を受け
られました。（敬称略）�
・大丸　京子　・西野　孝進　・桜野　房子　・斉藤　直己�
・高橋喜代美　・飯田　陽久　・武田　典子　・有澤眞智子�
　以上の皆さんには、地域での実践の核として、男女共
同参画に関する啓発、普及や地域社会活動の推進役として、
積極的に取り組んでいただきます。�



姉妹都市鵡川町で�
がんばります�

問合先　住民課住民福祉係　　82－1902　　社会福祉協議会　　82－3520

　介護保険以外のサービスでは、ひとり暮らしや高齢者世帯
が対象となりますが、介護保険のサービスと合わせて利用す
ることもできます。�

高齢者福祉サービス　
利用しませんか？�

10H14年／5月号�

�国  際�
No.８６�

むかわ�
No.７２�

ジョンの�
イギリスあれこれ！�

　イギリスのスポーツ競技について聞いてみ
ました。�
Ｑ：サッカーのワールドカップが近づいてい
ますが、イギリスではどうですか。�
Ａ：サッカーは、最も人気のあるスポーツで、
日本で言えば野球と同じくらい人気があります。
特にサッカーのワールドカップは、オリンピ
ックより人気がある程です。�
Ｑ：サッカーのほかにどんなスポーツが盛ん
ですか？�
Ａ：ウインブルドンでのテニス･トーナメント
が特に有名です。この試合は、1877年に20人
の選手を集めて初めて行われました。今では
世界のトッププレーヤーが参加し実力を競っ
ています。�
　変わったイベントとしては、スコットラン
ドに、ハイランド・ゲームがあります。この
競技は、鎖のついた鉄のボールを投げる「ハン
マー投げ」や長い丸太を出来るだけ遠くへ投げ

る「 丸 太 投
げ」などもあ
ります。�

　４月から姉
妹都市交流職
員として、鵡
川町商工水産
観光課振興係
に配属されま
した。�
　４月11日か
らホタテの稚
貝放流が始ま
ったというこ
とで、早速漁

船に同乗させてもらい見学してきました。鵡川
沖約10キロの漁場に、直径約５㎝前後のホタテ
の稚貝を放流するのですが、この日は約230万
粒を放流しました。今年は全体で3,500万粒を
放流し、３年後に水揚げされる予定だそうです。
自分も稚貝を放流しましたが、できれば３年後
の水揚げにも参加したいと思いました。�
　これからも鵡川町での出来事や感想を、少し
でも多く庄川町にお届けできるようがんばって
いきたいと思っています。�
　よろしくお願いします。�

鵡川町派遣職員　　　　　　　　　�
菊池　紀明（庄川町総務課主任）�

① 配食サービス事業�
　調理が困難な在宅のひとり暮らし高齢者の方を
対象に、栄養のバランスがとれた食事を配食し、
また安否の確認を行います。�
対 象 者　65歳以上のひとり暮らし高齢者など、在

宅寝たきり・痴呆症認定高齢者など、重
度身体障害者世帯　�

利用回数　週に１回の昼食（東山見・雄神地区は火曜
日、青島地区は木曜日、種田地区は水曜日）�

利用者負担額　300円�

② 寝具洗濯乾燥消毒サービス事業�
　在宅のひとり暮らし高齢者などの方を対象に、
寝具（掛け布団、敷布団、毛布の3枚一組）の水
洗い及び乾燥消毒を行います。�
対 象 者　65歳以上のひとり暮らし高齢者など、在

宅寝たきり・痴呆症認定高齢者など、重
度身体障害者世帯�

利用回数　春と秋で１年間に２回�
利用者負担額　無料�

ジョンが所属する
富山ＡＬＴサッカ
ーチーム�
（上段左から４番
目がジョン）�

ホタテの稚貝放流の様子�



（　　　　　　　　　　）�

11 H14年／5月号�

　
庄
川
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
周
辺
で
今
年

の
七
月
下
旬
に
庄
川
あ
ゆ
ま
つ
り
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
制
施
行
五
十

周
年
を
節
目
に
庄
川
の
川
べ
り
で
庄
川

ら
し
い
新
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。�

　
庄
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
が
中
心
に
、

飲
食
店
組
合
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
観
光
協
同

組
合
、
若
者
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
他
、
専

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
交
え
た
実
行
委

員
会
が
結
成
さ
れ
、
企
画
運
営
を
官
民

一
体
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

ま
た
、
単
年
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
毎

年
継
続
し
て
開
催
さ
れ
、
大
き
く
発
展

す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

　
単
な
る
鮎
の
塩
焼
き
を
川
原
で
食
す

る
の
で
は
芸
が
あ
り
ま
せ
ん
。
鮎
を
テ

ー
マ
に
い
ろ
ん
な
創
意
工
夫
を
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
を
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
体
験
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
鮎
の
つ
か
み
ど
り
・
鮎
釣
り
大
会
」
、

鮎
を
食
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
鮎

の
い
ろ
ん
な
料
理
食
コ
ー
ナ
ー
・
全
国

の
鮎
の
名
産
地
の
塩
焼
食
コ
ー
ナ
ー
・

庄
川
鮎
鍋
コ
ー
ナ
ー
・
鮎
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
、
鮎
を
買
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
鮎
の
加
工
品
、
お
み

や
げ
コ
ー
ナ
ー
」
、
夜
は
光
と
音
の
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
を
演
出
し
た
「
コ
ン
サ
ー

ト
・
花
火
大
会
」
の
開
催
、
や
ま
ぶ
き

荘
を
開
放
し
て
、
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ

と
し
た
「
鮎
の
生
態
、
資
料
展
示
・
釣

り
方
教
室
・
全
国
の
鮎
の
名
産
地
紹
介
」、

ま
た
、
や
ま
ぶ
き
荘
で
も
、
鮎
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
が
で
き
る
な
ど
企
画

さ
れ
、
来
場
者
も
世
話
を
す
る
人
も
楽

し
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
将
来
的
に
は
、
庄
川
下
流
で
は
「
鮭

ま
つ
り
」庄
川
上
流
で
は
「
鮎
ま
つ
り
」

が
定
着
し
、
町
内
外
は
も
と
よ
り
全
国

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。�

新
イ
ベ
ン
ト
「
庄
川
あ
ゆ
ま
つ
り
」
に
つ
い
て�

町政モニター�

嶋田　数男�

第19回全日本少年（２部）軟式野球東砺波郡大会�
と　き　４月13日（土）�
ところ　城端町城南スタジアム�
　１位　庄川クラブ（庄川中学校野球部）�
�
町ゲートボール協会長杯前期ゲートボール大会�
と　き　４月13日（土）�
ところ　種田農村公園�
参加チーム数　８チーム�
　１位　雄神チーム　　２位　稲穂チーム�
�
第27回春季町民野球大会�
と　き　４月14日（日）�
ところ　町民運動場・弁財天公園野球場�
参加チーム数　10チーム�
　１位　ねんごろ会　　２位　中之島クアーズ�
�
第６回北日本新聞社杯町民ペタンク大会�
と　き　４月14日（日）�
ところ　町民運動場�

参加チーム数　32チーム�
　１位　20区Ｃ�
　　　　（小西　武、中川　勲、北田市雄）�
　２位　中屋敷Ａ�
　　　　（新屋栄太郎、斉藤孝平、安達由夫）�
�
第14回県ペタンク交流大会�
と　き　４月21日（日）�
ところ　福光町立吉江中学校グラウンド�
・全国レクリエーションの部�
　参加チーム数　59チーム�
　　１位　庄川20区Ａ�
　　　　　（北田市雄、小西　武、寺田修基）�

庄川20区Ａチームは、11月８日から埼玉県で
開催される「第56回全国レクリエーション大
会ＩＮさいたま」に出場されます。�

・全国健康福祉祭の部�
　参加チーム数　77チーム�
　　２位　庄川はつか会Ａ�
　　　　　（島田外吉、島田とし子、斉藤秀子）�
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庄川町土地改良区�
全国表彰受賞される�

町消防団春季訓練を実施�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

　庄川町土地改良区は、県営ほ場整備事業など
の土地改良事業に積極的に取り組まれ、地域営
農体制の確立、また全国有数の種籾生産地確立
のために貢献されてきました。３月27日、この
成果が認められ全国土地改良事業団体連合会よ

り全国土地改良
功労者表彰の銅
賞を受賞されま
した。�
　今後益々のご
発展をお祈りし
ます。�

　４月７日（日）金屋地内において消防団の意気高
揚と緊密な連携を図ることを目的とし、町消防団
春季訓練が実施されました。この訓練は町特有の
庄川嵐が吹く時節を前に、強風時を想定した実戦
訓練となりました。�
　春先は強風が吹く日が多く、火災が発生すると
被害が増大する恐れが多くなりますので、火の取
扱いには十分に気をつけましょう。�
�
　訓練終了後、平成13年度富山県消防定例表彰伝
達式が行われ、次の方々が受彰されました。�
富山県知事表彰�
・功績章　　　第三分団　分団長　　山口　一夫�
�

日本消防協会長表彰�
・功績章　　　副団長　　　　　　　吉岡　由一�
・精績章　　　第二分団　分団長　　原田　　清�
富山県消防協会長表彰�
・功績青花章　第二分団　副分団長　寺田　修康�
・功績黄花章　第二分団　部長　　　小西　定雄�
・機関員章（赤）　第二分団　班長　　小西　吉一�
・勤続緑花章　第一分団　副分団長　高田　　茂�
　　　　　　　第四分団　部長　　　田中　延佳�
　　　　　　　第二分団　班長　　　齋藤　　徹�
・勤続銀章　　第二分団　団員　　　石黒　寛典�
　　　　　　　第三分団　団員　　　小谷　　豊�
　　　　　　　第三分団　団員　　　西元　勉�
　　　　　　　第四分団　団員　　　新井　真人�

　４月７日（日）町民体育センター
において第25回交通安全町民大会が
行われました。�
　約800名の町民が参加され、井波警察署「八
乙女劇団」による寸劇を鑑賞し、また、交通安
全レディーによる交通安全宣言を採択し、これ
まで以上に町民の交通安全意識が高まりました。�
これからも、交通ルールを守り事故のない明る
い町づくりに心掛けましょう。�

12H14年／5月号�



町地域安全推進員が決まる�

これまでの苦労が実り夫婦仲良く受賞�

スノーボード�
指導者の最高峰に�
倉田 英毅さん（五ヶ）�

　武田正治・良子夫妻（庄）が、３月29日（金）中部９県での
中日造林賞（造林の部）で林野庁長官賞を受賞されました。
ご夫妻は平成２年に雑木林約１haを伐採し、立山杉2,200本
を植栽されました。その造林地が、日頃の丹精込めた手入
れにより、真っ直ぐ、そして平均樹高6.5ｍまで成長してい
ることが認められ、今回の受賞となりました。�
　今後ともご健康に留意され森林保護に努めていただきた
いと思います。�
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　倉田さんは、３月17日（日）、北海
道ルスツリゾートスキー場で開催さ
れた、第９回全日本スノーボードテ
クニカル選手権大会兼第５期デモン

ストレーター認定会のアルパイン部門で、見事80人中３位とい
う優秀な成績をおさめられました。同時に指導者の最高峰とい
われるＪＳＢＡ（日本スノーボード協会）の第５期デモンストレ
ーターに認定されました。このデモンストレーターの認定は、
北陸３県では初めてで、来シーズンから県内外のインストラク
ターを指導するトップインストラクターとして、また、大会や
イベントなどで模範演技なども披露されます。今後益々のご活
躍をお祈りします。�

　町内の子どもたちを犯罪や事故から守り、また道路施設
の安全確保を目的に12名の地域安全推進員を委嘱しました。�
　委員の皆さんには、毎週２回町内を巡回し、子どもたち
が安全な生活ができるよう、また小中学生へのあいさつや
マナー指導も行っていただきます。（敬称略）�
東山見地区　　南部　米治・京極　民人�
　　　　　　　山田　辰夫・安達　由夫�
青 島 地 区　　沖田　昭夫・中西　祥二�
　　　　　　　通崎孝千穂・倉田　信正�
雄 神 地 区　　有澤　史子・坂本　信義�
種 田 地 区　　堂　　脩一・嶋田　一茂�

２年間、よろしくお願いします。�

　町のスポーツ振興のため、ご尽力
いただく体育指導委員の方々です。
よろしくお願いします。�

氏　　　名�
前 田 　 　 淳 �
山 田 　 純 一 �
神 下 千 賀 子 �
上 田 　 敏 康 �
齋 藤 　 　 匠 �
南 　 　 聡 美 �
齋 藤 美 千 子 �
石 黒 　 久 雄 �
小 西 　 達 朗 �
斉 藤 美 枝 子 �
齊 藤 　 充 孝 �
山 森 　 武 夫 �
森 田 　 節 夫 �
菊 池 　 賢 次 �
坂 口 　 　 茂 �
山 本 い ず み �
寺 井 　 武 彦 �
脊 戸 　 高 志 �
原 田 　 丈 生 �
貝 淵 　 浩 司 �

特　　技�
バレーボール�
ス キ ー �
ビーチボール�
野 　 球 �
卓 　 球 �
ス キ ー �
リ ズ ム 体 操 �
ビーチボール�
野 　 球 �
ビーチボール�
自 転 車 �
ビーチボール�
ス キ ー �
テ ニ ス �
ラ グ ビ ー �
エアロビクス�
陸 上 競 技 �
野 球 �
レ ス リ ン グ �
野 球 �



中学校�
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自分たちの学校を自分たちの手で�自分たちの学校を自分たちの手で�
中学校�

　義務教育といっても小学校と中学校とではか
なりの違いがあります。学習内容はもちろんで
すが、学校生活に対する取り組み方にもずいぶ
んと違いがあります。その大きなものが「生徒
会活動」です。生徒会活動は、自分たちの生活
を自分たちでよりよくし、そのための工夫を行
うことで、生徒自らの主体的な力を育成したい
という願いから行っています。�
　中学校では、以前から生徒会長を生徒全員に
よる選挙によって選んでいます。会長は、立ち
会い演説会で自分の公約を発表し、生徒会長に
選ばれた場合は、その公約実現に向けてがんば
ります。まず、自分を助けてくれる執行部の役
員と、各委員会の委員長を任命し、組織づくり
を行います。また、執行部と力を合わせ、生徒
会の活動が円滑に行われるよう皆に呼びかけたり、
計画を立て連絡調整を行います。�
　前期の生徒会長は３年の斉藤隼平君です。彼
に今年の抱負を聞いてみました。�
　「僕は生徒一人ひとりが生徒会の一員として
の自覚をもち、１つ１つの活動に積極的に取り
組めるような学校にしていきたいと思っています。
そうすれば、お互いに協力し合う場面が増え、
信頼関係が深まり、団結力が強まります。みん
なで協力して取り組むことが、体育大会などの

大きな行事の成功につながると思います。その
ためにはまず、生徒全員が生徒会に興味・関心
をもつことだと思います。それによって生徒会
員としての自覚が出てくると思います。関心を
高めるため、委員会の活動報告や意見箱の設置
などを実施していきたいと思います。また、委
員会をプロジェクト制にすることや、あいさつ
運動、たてわり清掃、３学年の交流など、新し
い企画も考え、実施していきたいと思っています。
最後に、前期生徒会最大の行事である体育大会
の成功のためにがんばっていきたいと思います」
と力強く話してくれました。�
　生徒会執行部は今日も朝早くから生徒会活動
にがんばっています。�
　１年間を通じて生徒会活動の様子を紹介した

いと思います。�

生　　徒　　総　　会�

学　　　　　　　　　級�

執行委員会� 執行部� 部長会�

部�

選
挙
管
理
委
員
会�

専

門

委

員

会

�

文化・図書�

広　　　報�

ボランティア�

環　　　境�

放　　　送�

給　　　食�

保健・体育�

総　　　務�

生
徒
議
会�

斉藤生徒会長を中心とする前期生徒会執行部�



小学校�

�
はじめてつけて
もらった名札。
少し緊張気味。�

�
入園して2週間。�

少し慣れておやつもお
いしく食べられるよう
になりました。�
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　学校花壇のチューリップが咲き始めるころ、
グラウンドの雑草も伸びはじめ、子どもたち全
員でグラウンドの草むしりを行いました。�
　学年ごとに場所を決めて始めます。�
　「ずいぶん生えてるね」「いつの間にこんな
に伸びたんだろう」と３年生のＡさん。�
　４年生のＢさんは、「わあ、泥がいっぱいく
っついてくる」「この草の根っこって、ずいぶ
ん長いんだね」と言いながら根についた土をは
らっています。�

　草むしりの活
動の中にも驚きや発見が
たくさんあるようで、「あっ、虫
がいる」「えっ、どこどこ？」という場面も見
られました。�
　わずか20分足らずの間に、全校でバケツに10
杯もの草をむしることができました。�
　「ちょっときれいになってきたな」という子
どもたちの思いを大事にしていきたいと思います。�
　子どもたちは「自分の力も役に立っているんだ」
そう思えると、もっともっと力を発揮していく
に違いありません。�

うれしい入園式�うれしい入園式�

青島保育所�青島保育所�

みんなで草むしりわたしたちのグラウンド�みんなで草むしりわたしたちのグラウンド�

　４月３日（水）、桜の花が満開に咲くうららか
な春の日、23名の新入園児を迎え、平成14年度
入園式を行いました。�
　「保育園の広い遊戯室や園庭で、のびのびと
元気に遊んでください」と藤森町長から励まし
のことばを贈られ、園児達は、担任から名前を
呼ばれると、緊張しながらも元気に「はい」と

返事をしていました。�
　入園式のあと、

それぞれの保
育室に入り、
自分の名前の
書かれている

ロッカーや机などを確か
め、新しい保育園生活を
スタートさせました。�
　これから友だちと仲良
く遊びたくさん給食を食
べて、明るくたくましい
庄川っ子に育ってほしいと願っ
ています。�



◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9：30～18：00�
　金　曜　日　　9：30～20：00　�
　土・日曜日　　9：30～16：00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　     6日、13日、20日、27日�
　振替休館            4日、  5日、  7日�

小 説 �

�

�

�

�

�

エッセイ�

一般書�

�

�

�

�

児童書�

レイクサイド�
流砂�
蔵王高原殺人事件�
弥陀の橋は　上・下�
夜の腕�
穴�
かきおき草子�
はじめての山歩き�
白い犬とワルツを（絵本）�
光に向かって123のこころのタネ�
�
ありがとう、貴嗣�
ポケモンをさがせ！クリスタル�
�
忍たま乱太郎�
かっこいい!? 立花せんぱいの巻�

H14年／5月号�

■新着図書�
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※この他の新着図書は、町ホームページで紹介しています。�
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フリーマーケット庄川なんでも市の
開催について�
日　程　５月２６日（日）午前９時～午後１時�
場　所　水記念公園�
問合先　庄川なんでも市実行委員会�
　　　　庄川町商工会内�
　　　　TEL８２－１１５５　FAX８２－５３４１�

公
民
館
掲
示
板�

東野　圭吾�
藤田　宜永�
梓　林太郎�
津本　　陽�
沢田ふじ子�
ガイ・バート�

瀬戸内寂聴�
田部井淳子�
テリー・ケリー�

�
高森　顕徹�
岡田　節子�

�
相原　和典�

�
�

尼子騒兵衛�
ほか多数�

一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

第19回庄川オープンテニス大会　閑乗寺、木彫りの里テニスコート�

一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
町民大学開講式　13：30～16：00　ふれあいセンター�

町制施行50周年記念式典　10：00～　ふれあいセンター　�
観光祭（～2日）　町内一円�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�
障害者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

6/1�

2�

3�

4�

5

「ビューティフル・�
　　　　　マインド」�
シルヴィア・ナサー 著�

30年以上も精神の病に苦しめ
ながら、奇跡的な回復を遂げ
てノーベル賞に輝いた、天才
数学者ジョン・フォーブス・
ナッシュの数奇な運命をたど
る。全米批評家協会大賞受賞
作。�

5/5～6/5

◆
東
山
見
・
青
島
公
民
館�
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町
民
大
学
　
開
講
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ツ
を
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人
づ
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講
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県
立
学
校
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〈一般診療〉�
  5月12日（日） 正 木 医 院 （福光） 　52－0876�
  5月19日（日） 松田外科医院 （城端） 　62－2168�
  5月26日（日） 山見内科医院 （井波） 　82－8200�
  6月  2日（日） 吉岡整形外科 （福野） 　22－7700�
  6月  9日（日） 安達外科医院 （福野） 　22－2123�
〈歯科診療〉�
  5月12日（日） 中尾歯科医院 （福野） 　22－2489�
  5月19日（日） 北川歯科医院 （福野） 　22－7336�
  5月26日（日） 仲村歯科医院 （福野） 　22－2659�
  6月  2日（日） 近川歯科医院 （城端） 　62－2711�

  6月  9日（日） 渡辺歯科医院 （小矢部市） 　61－2002

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

3か月児健診�

育 児 相 談 �

健 康 相 談 �

ツベルクリン�
反 応 検 査 �

ツ 反 判 定 �
BCG接種�

三 種 混 合 �
予 防 接 種 �

三 種 混 合 �
予 防 接 種 �

ポリオ�

H14.2月生�

希 望 者 �
�

小学校2年�

�

小学校2年�

�

H13.1～10月生�

H13.11～12月生�

H12.1～12月生�
�

H13.2～5月生�

午後1：00～1：30�

午前10：00�

午前9：30～12：00�

午後1：00～2：00�

午後1：00～1：30�

午後1：00～2：00�
�

午後1：00～2：00

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

5月28日�

6月7日�

毎週金曜日�

5月27日�
�

5月29日�
�

5月16日�

5月20日�

5月24日�
�

6月5日�

子ども放送局　番組予定�

「スポーツ」�
マラソンランナーの有森裕子さんが登場！�

5/11�
（土）�

「科学」�
～未定～�

5/25�
（土）�

時　間　10：30～15：30�
場　所　図書館 児童室�

H14年／5月号�17

小1年時、�
BCG接種者�

小1年時、�
BCG接種者�

　期（追加）�

（上半期）�

砺波保健所�

青島児童館�

保健センター�

庄 川 小 学 校 �

�

庄 川 小 学 校 �
�

�

�

保健センター�

0766

※ポリオ予防接種の対象者でH13.5月生の方の接種日を都合により、上
記の日程に変更しました。�

Ⅰ期（初回）�

Ⅰ�

(火)

(金)

(月)

(月)

(金)

(水)

(水)

(木)

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
第8回北日本朝間野球大会（～21日）　5：30～　町民運動場�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中学校1年生校外学習　富山市内�
中学校2年生宿泊学習（～10日）　金沢市内�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第35回町民ソフトボール大会　8：45～　町民運動場�
第4回町民ソフトバレーボール大会　8：30～　町民体育センター�

子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中学校家庭訪問　（～5/22）�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

ケアポート庄川前期ゲートボール大会�
　　　　　　　　　　　　　　ケアポート庄川ゲートボール場�

牛岳山開き　8：30　役場前受付�
小学校運動会　9：00～　小学校グラウンド�
第17回春季町民ゴルフ大会　トナミロイヤルゴルフ倶楽部　�

5/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

くらしのカレンダー�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

�

　
　
　
　
５
月
25
日（
土
）�

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
７
時�

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
集
合

　
　
　
　
（
町
内
）�

◆
雄
神
公
民
館�

◎
町
民
大
学
　
開
講
式�

　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

講
　
師
　
町
企
画
調
整
課�

　
　
　  

　
　
主
幹
　
間
馬
秀
夫 

氏�

と
　
き
　
５
月
15
日（
水
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
雄
神
集
会
セ
ン
タ
ー�

◎
雄
神
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

と
　
き
　
５
月
26
日（
日
）�

　
　
　
　
午
後
１
時�

と
こ
ろ
　
弁
財
天
公
園�

◆
種
田
公
民
館�

◎
町
民
大
学
　
開
講
式�

美
術
鑑
賞�

講
　
師
　
町
立
庄
川
美
術
館�

　
　
　
　
　
学
芸
員
　
冨
樫
優
子 

氏�

と
　
き
　
６
月
７
日（
金
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
町
立
庄
川
美
術
館�

（　　　　　）�

（　　　　　）�



��
牛
岳
山
開
き
参
加
者
募
集�

　
牛
岳
山
頂（
標
高
９
８
７
ｍ
）を

中
心
に
広
が
る
森
林
浴
の
森
『
グ

リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
の
降
る
森
』
を

記
念
登
山
し
よ
う
！�

日
　
時
　
５
月
19
日（
日
）�

受
付
・
出
発
　
午
前
８
時
30
分
〜

９
時
30
分
（
役
場
前
か
ら
随
時

無
料
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）�

問
合
先
　
産
業
建
設
課�

　
　
　
　
　
　
82
‐
１
９
０
４�

�

警
察
官
Ａ
・
女
性
警
察
官
Ａ�

上
級
警
察
事
務
職
員
募
集�

◎
警
察
官
Ａ
・
女
性
警
察
官
Ａ�

受
験
資
格
　
昭
和
47
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
大
学
（
同
等

と
認
め
る
方
を
含
む
）
を
卒
業

し
た
方
ま
た
は
平
成
15
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方�

受
付
期
間�

　
５
月
15
日（
水
）〜
６
月
12
日（
水
）�

第
１
次
試
験
　
７
月
14
日（
日
）�

◎
上
級
警
察
事
務（
大
学
卒
業
程
度
）�

受
験
資
格
　
昭
和
47
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方�
�

受
付
期
間�

　
５
月
15
日（
水
）〜
６
月
４
日（
水
）�

第
１
次
試
験
　
６
月
23
日（
日
）�

問
合
先
　
井
波
警
察
署
警
務
課�

　
　
　
　
　
　
82
‐
０
１
１
０�

　
　
　
　
庄
川
駐
在
所�

　
　
　
　
　
　
82
‐
３
５
２
２�

�
防
火
管
理
者（
甲
種
）資
格
習

得
講
習
会
及
び
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
案
内
に
つ
い
て�

◎
防
火
管
理
者
資
格
習
得
講
習
会�

講
習
区
分
　
甲
種�

講

習

日�

　
６
月
18
日（
火
）・
19
日（
水
）�

受
付
期
間�

　
５
月
７
日（
火
）〜
６
月
６
日（
木
）�

講
習
会
場�

　
砺
波
広
域
圏
　
福
光
消
防
署�

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験�

試
験
日
及
び
試
験
会
場�

６
月
16
日（
日
）
魚
津
高
校�

６
月
23
日（
日
）
富
山
工
業
高
校�

６
月
30
日（
日
）
高
岡
商
工
ビ
ル�

受
付
期
間
　
５
月
１
日（
水
）〜
５

月
９
日（
木
）ま
で�

受
付
・
問
合
先�

　
井
波
庄
川
消
防
署�

　
　
　
82
‐
０
１
１
９�

町
中
小
企
業
融
資
の
ご
案
内

﹇
長
期
﹈�

融
資
期
間�

　
５
年
以
内（
１
年
以
内
据
置
可
）�

融
資
限
度
額�

　
１
、０
０
０
万
円
以
内�

貸
付
利
率�

　
年
１
・
７
５
％（
固
定
利
率
）�

＊
県
融
資
制
度
の
利
率
変
動
に
よ

り
、
貸
付
利
率
の
変
更
あ
り
。�

申
込
取
扱
期
間
　
随
時
受
付�

償
還
方
法
　
各
金
融
機
関
の
方
法

に
よ
る
（
毎
月
返
済
）�

＊
県
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証

付
は
、
保
証
料
の
２
分
の
１
相

当
額
を
町
か
ら
補
助
し
ま
す
。�

�﹇
夏
季
﹈�

融
資
期
間�

　
４
ヶ
月
（
平
成
14
年
７
月
１
日

〜
平
成
14
年
10
月
31
日
）�

融
資
限
度
額�

　
１
、０
０
０
万
円
以
内�

貸
付
利
率�

　
年
１
・
７
５
％（
固
定
利
率
）�

申
込
取
扱
期
間�

　
５
月
31
日
〜
６
月
14
日�

〈 

長
期
・
夏
季
共
通 
〉�

融
資
対
象
者�

　
町
商
工
会
加
入
の
方�

指
定
金
融
機
関�

　
北
陸
銀
行
、
富
山
銀
行
、�

　
富
山
県
信
用
組
合
、�

　
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
各
支
店�

申
込
方
法
　
町
中
小
企
業
融
資
申

込
書
と
商
工
会
の
証
明
が
必
要

で
す
。�

問
合
先
　
町
商
工
会�

　
　
　
　
　
　
82
‐
１
１
５
５�

　
　
　
　
産
業
建
設
課�

　
　
　
　
　
　
82
‐
１
９
０
４�

�

町
農
業
経
営
安
定
資
金
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内�

　
こ
の
制
度
は
、
農
家
及
び
生
産

組
織
が
経
営
安
定
に
必
要
な
、
短

期
運
転
資
金
融
資
を
行
い
農
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。�

融
資
期
間
　
　
１
年
以
内�

融
資
限
度
額
　
生
産
組
織
ま
た
は

認
定
農
業
者
５
０
０
万
円
、
町

認
定
中
核
農
業
士
３
０
０
万
円�

貸
付
利
率
　
　
１
・
９
％�

申
込
先
　
と
な
み
野
農
協
庄
川
町

各
支
店�

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
と

な
み
野
農
協
庄
川
町
各
支
店
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

看
護
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催�

看
護
師
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
あ
な
た�

の
「
元
気
」
を
ア
シ
ス
ト
し
ま
す�

日
　
時
　
５
月
18
日（
土
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
15
分�

場
　
所
　
砺
波
市
文
化
会
館�

�

内
　
容
　
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地

域
連
携
が
変
え
る
医
療
と
看

護
」�

・
１
日
ま
ち
の
保
健
室�

　
「
健
康
相
談
・
育
児
相
談
・
手

作
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
」�

主
　
催
　
看
護
の
日
実
行
委
員
会�

　（
県
看
護
協
会
福
野
地
区
支
部
・

小
矢
部
地
区
支
部
）�

�

商
業
統
計
調
査
の�

　
　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て�

　
平
成
14
年
商
業
統
計
調
査
を
６

月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。�

　
卸
売
業
・
小
売
業
を
営
む
商
店

及
び
事
業
所
（
飲
食
店
を
除
く
。

ま
た
無
店
舗
の
個
人
を
含
む
）
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
５
月
中
旬
か

ら
、
６
月
初
め
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
国
や
県
、
市
町

村
が
行
う
産
業
振
興
計
画
や
中
小

企
業
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記
入

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。�

問
合
先
　
企
画
調
整
課�

　
　
　
　
　
　
82
‐
１
９
０
５�

�

一
緒
に
短
歌
を
作
り
ま
せ
ん
か�

　
ア
カ
ン
サ
ス
短
歌
会
で
は
、
毎

月
１
回
楽
し
い
仲
間
が
集
ま
り
、

18H14年／5月号�



庄川美術館�

短
歌
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
あ

な
た
も
鉛
筆
と
紙
１
枚
で
一
緒
に

短
歌
を
作
り
ま
せ
ん
か�

活
動
日
　
毎
月
18
日�

　
　
　
　
午
後
７
時
〜�

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

問
合
先
　
木
村
　
和
子�

　
　
　
　
　
　
82
‐
１
１
４
３�

�

　
と
な
み
青
年
会
議
所�

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル�

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」�

出
演
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！�

　「
家
族
の
絆
」
「
親
子
の
対
話
」

「
命
の
つ
な
が
り
」
を
伝
え
る
、

子
ど
も
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
開
催
し
ま
す
。�

�

開
催
日
　
８
月
18
日（
日
）�

　
＊
当
日
２
回
公
演�

場
　
所
　
砺
波
市
文
化
会
館�

○ 

出
演
者
募
集�

参
加
資
格
　
（
①
②
の
い
ず
れ
か

を
満
た
す
方
）�

①
砺
波
地
区
内
在
住
、
ま
た
は
砺

波
地
区
内
の
学
校
に
通
っ
て
い

る
、
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年

生
の
男
女
（
30
〜
40
名
募
集
）�

②
18
歳
〜
22
歳
の
県
内
在
住
者
、

ま
た
は
県
内
出
身
者（
若
干
名
）�

○ 
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

　
18
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。
練
習
期
間
中
や
、

公
演
当
日
の
舞
台
設
営
及
び
会
場

設
営
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。�

○ 

指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

　
ダ
ン
ス
指
導
、
歌
唱
指
導
が
で

き
る
方�

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
…�

砺
波
市
永
福
町
６
‐
28�

砺
波
商
工
会
館
３
階�

　
と
な
み
青
年
会
議
所
「
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
係�

　
　
33
‐
５
５
４
４�

　
　
33
‐
５
５
４
５�

Ｅ
メ
ー
ル�
office@

tonam
ijc.or.jp�

Ｕ
Ｒ
Ｌ�

http://w
w
w
.tonam

ijc.or.jp�
����

　
と
な
み
青
年
会
議
所�

砺
波
広
域
圏
ご
み
減
量
大
作
戦�
  

６
月
１
日
(土)
〜
３０
日
(日)�

　
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
電
化

製
品
は
修
理
を
せ
ず
に
買
い
替
え
、

ま
た
安
価
な
ラ
イ
タ
ー
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
使
い
捨
て
商
品
の
登

場
で
、
全
国
で
ご
み
が
増
加
し
て

い
ま
す
。�

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
ご
み
は

減
ら
せ
ま
す
。
皆
さ
ん
で
実
践
し

て
み
ま
し
ょ
う
。�

①
マ
イ
バ
ッ
ク
で
買
い
物
を
し
ま

し
ょ
う
。�

②
詰
め
替
え
が
で
き
る
商
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
。�

③
使
い
捨
て
商
品
は
買
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

④
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
の
商
品
を

選
び
ま
し
ょ
う
。�

⑤
食
べ
残
し
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

⑥
生
ご
み
を
な
る
べ
く
出
さ
な
い

よ
う
に
し
、
調
理
く
ず
は
コ
ン

ポ
ス
ト
な
ど
で
堆
肥
に
し
ま
し

ょ
う
。
（
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
の

際
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
）�

⑦
買
い
物
の
際
に
必
要
以
上
の
包

装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。�

⑧
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。�

⑨
修
理
を
し
な
が
ら
物
を
長
く
使

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

⑩
何
で
も
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

で
拭
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。�

水本一太郎�
　 　 石仏展 パートⅡ�蔵�ま

ちか
どギャラリー

期  間　5／29（水）～7／1（月）�
＊火曜日休館�

午前10時～午後６時�

　水本一太郎さんが制作された表情豊な「観
音菩薩像・千手観音菩薩・布袋様」など生涯
の集大成として開催されます。�

　「庭華」�

(社)

(社)

19 H14年／5月号�

　日展会員・日本画家齋藤清策先生は、郷土
とやまの花に鳥、そして風景を、まるでドラ
マを見るような構成と絢爛豪華ないろどりで
描きあげます。�
　独学で築きあげた美学は見事に開花し、多

くのファンを魅了し
ます。�
　この展覧会は、日
本画近作23点を中心
にスケッチや下絵を
一堂に陳列し、先生
の華麗な世界を紹介
します。�

町制施行５０周年記念�

いのちの輝きをドラマに�

齋藤清策展�
4/27（土）～6/9（日）�

善 意 の 窓 �
■砺波嵐山桜保存会へ�

▽花咲爺  （活動資金10万円）�
■学校給食用として�

▽高岡市戸出 森田友吉さん （ねぎ150㎏）�
■福祉資金として�

▽庄川町庄 藤井秀弘さん （亡父の供養に50万円）�
▽庄川町三谷 川合隆男さん （亡父の供養に10万円）�
▽立正佼成会  （11,801円）�
▽庄川町高儀新 米澤一雄さん （亡妻の供養に20万円）�
▽匿名  （10万円）�
▽庄川町三谷 上野弘吉さん （亡母の供養に10万円）�
▽庄川町五ケ 中村光夫さん （亡母の供養に10万円）�
▽庄川町金屋 神下昌也さん （亡祖母の供養に30万円）�

■広報送付お礼として�
▽庄川町天正 石黒ゆう子さん （１万円）�

　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有
効に活用させていただきます。�



ひ
た
む
き
に
春
畑
打
ち
し
老
い
去
り
て
畝

ふ
く
よ
か
に
鍬
の
あ
と
あ
り�

舟
戸
ダ
ム
ゲ
ー
ト
全
開
川
底
も
打
ち
抜
く

程
の
音
立
て
落
ち
る�

し
つ
か
り
と
健
康
く
る
み
握
り
し
め
畑
打

つ
両
手
癒
す
夕
暮
れ�

兎
住
む
月
の
光
に
照
り
映
え
る
蔵
の
甍
に

浪
う
つ
黄
金�

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
空
向
き
て
咲
く
花
の
陽

射
し
受
け
入
れ
乾
杯
に
見
ゆ�

晴
れ
し
日
は
靄
立
つ
如
く
杉
花
粉
立
ち
の

ぼ
り
ゐ
る
社
の
森
に�

春
浅
き
古
城
公
園
を
娘
と
行
け
ば
桜
二
分

咲
き
お
堀
に
影
お
つ�

さ
ぶ
さ
ぶ
と
洗
顔
す
ま
せ
開
け
る
窓
に
春

告
げ
鳥
の
声
透
り
来
る�

耳
近
く
手
術
の
終
了
告
げ
ら
れ
て
戻
る
ベ

ッ
ト
に
妻
佇
ち
居
り
ぬ�

駆
け
抜
け
し
歳
月
に
ふ
と
佇
め
ば
亡
父
へ

の
背
信
い
ま
は
遥
け
き�

八
乙
女
の
木
の
下
隠
り
朝
露
に
若
菜
摘
む

と
て
足
ぬ
ら
し
つ
つ�

沈
丁
花
土
手
を
歩
め
ば
匂
ひ
来
る
亡
夫
の

こ
と
を
ぞ
思
い
出
さ
る
る�

川
縁
に
春
風
あ
お
ぎ
そ
よ
そ
よ
と
桜
ほ
ん

の
り
つ
ぼ
み
膨
ら
む�

庭
一
杯
帽
子
の
ご
と
く
は
ば
か
ら
ず
白
木

蓮
が
喜
び
て
咲
く�

若
菜
貰
ひ
土
の
匂
ひ
に
陽
の
匂
ひ
湯
掻
く

に
惜
し
き
花
二
つ
三
つ�

病
め
る
母
に
薬
求
む
と
山
に
入
り
つ
い
に

帰
ら
ぬ
雪
絵
の
姉
妹�

アカンサス�
野村玉枝選�短 歌�俳 句�

庄
川
俳
句
会�

朧
月
来
世
女
人
に
生
れ
た
し�

雪
吊
を
解
か
れ
庭
木
の
背
の
び
か
な�

咲
き
ほ
こ
る
桜
を
愛
で
る
湖
畔
か
な�

轟
々
と
雪
解
河
畔
の
湯
治
宿�

吉
野
路
の
花
へ
憶
い
の
駈
け
て
ゆ
く�

折
紙
の
折
り
目
き
り
り
と
春
炬
燵�

声
高
に
巣
の
場
所
探
す
初
雲
雀�

杉
の
香
に
押
さ
れ
お
さ
れ
て
伊
勢
参
り�

お
地
蔵
の
ま
ぶ
た
重
た
げ
春
う
ら
ら�

清
明
の
峰
よ
り
落
つ
る
那
知
の
滝�

若
草
に
流
れ
彩
る
日
和
か
な�

山
ま
ゆ
の
会�

香
を
放
つ
青
き
目
刺
や
浜
の
町�

花
筏
ダ
ム
の
淀
み
の
ひ
と
と
こ
ろ�

ブ
ラ
ジ
ル
の
友
へ
出
す
文
春
時
雨�

揚
雲
雀
磯
の
香
の
こ
る
腕
か
な�

香
た
き
て
春
の
座
敷
の
鎮
も
り
ぬ�

飛
花
落
花
あ
び
て
力
を
も
ら
ひ
け
り�

た
ち
ま
ち
に
草
の
若
葉
の
埋
め
つ
く
す�

運
河
行
く
長
閑
け
き
舟
の
生
活
か
な�

春
の
月
　
の
梢
を
み
が
き
を
り�

婿
入
り
や
梢
に
さ
ざ
め
く
雀
の
子�

ふ
と
帰
心
逢
魔
が
時
の
雉
子
か
な�

�

松
井
　
寒
灯�

雨
池
　
　
遙�

谷
口
　
六
友�

石
山
　
　
欣�

畑
　
　
郁
子�

上
野
　
恵
子�

滝
　
　
の
り�

坂
戸
　
た
つ�

斉
藤
　
尤
鶴�

山
下
　
他
美�

池
田
　
雅
泉�

�

有
沢
美
智
子�

飯
田
小
枝
子�

小
川
　
ふ
み�

沖
田
　
泰
子�

押
見
南
美
子�

滝
　
　
昌
子�

堂
垂
　
　
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

森
松
さ
ち
子�

吉
田
百
合
子�

久
保
美
智
子�

も
ら�

も
や�

と
お�

や
し
ろ�

お
ぼ
ろ
づ
き�

い
ろ
ど�

お
う
ま�

き
ぎ
す� た

つ
き�

う
れ�

め�

ご
う
ご
う�

こ
た
つ�

い
ら
か�

オ
　
ペ�

じ
ん
ち
ょ
う
げ�

つ
　
ま�

�

朝
倉
　
捨
子�

�

太
田
ユ
キ
ヱ�

�

川
上
　
キ
ク�

�

木
村
　
和
子�

�

齊
藤
き
み
子�

�

志
部
谷
良
一�

�
島
田
　
敏
子�

�

清
水
　
昭
子�

�

長
谷
　
良
作�

�

藤
本
久
美
子�

�

松
原
　
樹
雄�

�

森
松
　
邦
子�

�

山
崎
　
則
子�

�

山
本
　
知
子�

�

吉
田
　
数
子�

�

野
村
　
玉
枝�

庄川美術館�
収蔵作品紹介　�

　赤・黄・青などの鮮烈な色彩でサリーをまとった
インドの女が描かれています。�
　人間は死んでも再び人間界にもどれるというヒ
ンズー教の教えを信じ、悠々とたくましくインドの

大地に生き抜く女たち。きつい目の表情ははるか
永遠、長い命、そしてまた戻ってくる命の一点を見
つめ、独特の手の表情は不思議な雰囲気を醸し
だします。�
　昭和59年のインド写生旅行によって始まるイン
ドの女シリーズは18年も描き続けています。同じ
モチーフで物売りの少女・大道芸人・女占い師な
どとてもバリエーション豊かです。�
　昭和11年砺波市柳瀬に生まれ、金沢美術工芸大
学油絵科に学び、安井賞展入選や日本秀作美術展
招待を通じて高い評価を得、昭和54年風土会を結
成し、平成8年には地域文化功労者文部大臣表彰
を受賞しました。�
　作家は描くことで自分の考えを伝えるのが仕事
と、色彩・形を基本におきインドの女の姿を借りて、
氏独自の絵画表現を続けているのです。�

�

�

�

20H14年／5月号�

１９８７年作　　油彩　　林　清納�インドの女・１１　悠Ｃ�



かいと�

中島  奏夢くん�
（天正）�

父…雅樹　母…恵子�

野原  海斗くん�
（示野）�

父…光一　母…晴美�

高桑  成道くん�
（金屋）�

父…悟朗　母…麻衣子�

かなむ� せいどう�

この人 この顔�

この人生�
小谷　をと さん�

（庄）�

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
ス
ク
ス
ク
育
っ
て

ね

そ
つ
じ
ゅ�

　「
卒
寿
こ
え
　
ボ
ケ
て
な
ら
じ
と
　
ま
り
か
が
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
出
来
な
が
ら
も
　
真
心
込
め
て
」�

21 H14年／5月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ぼ
く
は
、お
外
で
遊
ぶ
の
が

大
好
き
！
ぼ
く
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
ね
。�

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
よ
く
ネ
！�

　
小
谷
さ
ん
は
、
明
治
42
年
の
お
生
ま
れ
で
、
現
在
93
歳
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。�

　
旧
青
島
小
学
校（
現
在
の
庄
川
小
学
校
）に
11
年
間
、
旧
般
若
小
学
校（
現
在
の
庄
東
小
学

校
）に
３
年
間
奉
職
さ
れ
、
町
内
に
も
現
在
75
歳
前
後
に
な
る
教
え
子
が
お
ら
れ
、
今
で
も
同

窓
会
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
眞
智
子
さ
ん（
息
子
の
嫁
）は
、

縁
あ
っ
て
般
若
小
学
校
の
教
え
子
で
、
お
嫁
に
来
ら
れ
た
時
は
、「
お
母
さ
ん
」で
は
な
く
思

わ
ず「
先
生
！
」と
、
呼
ば
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
笑
顔
で
お
話
し
く
だ
さ
り
、
家
庭
生
活
に
お

い
て
も
明
る
く
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。�

　
小
谷
さ
ん
は
、
93
歳
で
あ
り
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
趣
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
ず

高
砂
会
館
園
芸
部
で
の
花
の
世
話
や
働
く
婦
人
の
家
で
の
パ
ン
ア
ー
ト
や
大
正
琴
な
ど
、
ま

た
旅
行
が
好
き
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ま
で
、
ハ
ワ
イ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
を
旅
行
さ
れ
、「
お
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
よ
」と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　
小
谷
さ
ん
が
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
と
始
め
ら
れ
た「
ま
り
」作
り
、「
熱
中
す
る
と
寝
る
の
も

忘
れ
て
、
作
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」と
お
聞
き
し
ま
し
た
。�

　
元
気
の
秘
訣
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、「
終
わ
っ
た
こ
と
を
く
よ
く
よ
と
振
り
返
る
の
が
嫌

い
で
、
何
で
も
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
家
の
人
も
や
り
た
い
こ
と
を
自
由

に
さ
せ
て
下
さ
る
の
で
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。�

※
卒
寿
‥
‥
数
え
年
で
90
歳
の
こ
と� 小谷さん手作りのまり�



住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

金
　
屋
　  

中
田
　
敏
子
　
77�

三
　
谷
　  

川
合
安
太
郎
　
92
�

戸
籍
の
窓�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

示
野
　
東
　
　
知
里
　
女
　
康
紀�

示
野
　
浅
川
　
愛
佳
　
女
　
義
丈�

青
島
　
島
田
　
怜
奈
　
女
　
稔
也�

天
正
　
寺
島
　
大
空
　
男
　
勝�

高
儀
新
　
島
田
　
紗
英
　
女
　
昭
嗣�

（�（� 　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
金
　
屋
　
　
高
　
田
　
康
　
一
　

　
砺
波
市
　
　
（
横
山
）
千
　
春�

　
示
　
野
　
　
森
　
松
　
崇
　
文
　

　
福
光
町
　
　
（
梅
本
）
　
薫�

3／30
4／5

4／11
4／12

4／14
4／16

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

青
　
島
　  

寺
田
み
さ
を
　
86�

高
儀
新
　  

米
澤
美
惠
子
　
58�

三
　
谷
　  

上
野
　
睦
子
　
84�

五
　
ケ
　  

中
村
　
豊
子
　
75�

青
　
島
　  

小
西
　
キ
ヨ
　
92�

金
　
屋
　  

山
本
世
史
子
　
48
�

死
亡�

月
日�

3／21
3／28

死
亡�

月
日�

3／18
3／22

3／28
3／31

4／11
出
生�

月
日�

ひとかどの 農家の城か 屋敷林　種田、示野、下青島付近�

●町の人口（4月20日現在）●�

人　口 7,268 （　  0） （△48） 転入 17�
　男 3,500 （　  0） （△26） 転出 15�
　女 3,768 （　  0） （△22） 出生 3�
世帯数 2,036 （△  1） （△  4） 死亡 5

前年比�前月比�

22

発
行
日
／
平
成
十
四
年
五
月
五
日
　
発
行
所
／
富
山
県
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
５
７
７
号�

H14年／5月号�

　
（
３
月
21
日
〜
４
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �
　今年は例年より暖かかったため、
桜の開花時期が早く、開花期間も
短かったようです。そんな中、久
しぶりに舟戸公園で花見を楽しむ
ことができました。散り際の夜桜
でしたが、ライトアップされた桜
や、花びらで覆われたじゅうたん、
川面に浮かんだ花びらが、満開の
時とは違い、その美しさに感動し
ました。�
　この桜を守り続けようと庄川嵐
山桜保存会の皆さんが地道に活動
されておられます。桜の中でも樹
齢の長い江戸彼岸桜を、次代を担
う子どもたちのためにも守り伝え
ていけたらいいなと思います。�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

　
昔
、
庄
川
の
流
路
を
避
け
て
点
々
と
家
を
建
て
た
と
か
、
加
賀
藩
の
政
策
で
散
居
村

に
な
っ
た
と
か
、
砺
波
地
方
の
散
居
村
の
生
い
立
ち
に
は
諸
説
が
あ
る
。�

　
種
田
や
示
野
、
下
青
島
付
近
に
は
、
今
も
典
型
的
な
散
居
の
た
た
ず
ま
い
の
農
家
が

あ
り
、
西
南
か
ら
ぐ
る
っ
と
東
側
へ
む
け
て
大
き
な
屋
敷
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
。�

　
豪
壮
な
屋
敷
の
外
側
を
石
垣
で
囲
い
、
大
き
な
杉
や
欅
の
古
木
が
繁
っ
て
、
さ
な
が

ら
城
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
林
の
家
の
影
が
、
早
苗
の
水
田
に
映
る
姿
は
最
高
に

美
し
い
。�

老齢人口 1,785 （△　   3） （＋　   6）�
　　　率 24.6％ （　0.0％） （＋0.3％）�
幼年人口 964 （＋　   8） （△　   9）�
　　　率 13.3％ （＋0.1％） （△0.0％）�
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